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東 京 ・浅 草に 生 れ る。
中 央 大 学 法学 部 を 卒業 す る。
運 輸 調 査 局 に入 る。
中 央 大 学 商学 部専 任 教 員 とな る。
■ ■ ■
国鉄 労 働 組合 嘱託 とな る。 し ‥
「封 建 的 労 働 組 織 の 研究 」に よ り中 央 大 学 より 商学 博 士 の 学 位を 受け る。
中 央 大 学 研 究員 とし て ヨーP ッパ諸 国 ・東 ドイ ツ ・ ソ連 ・中 国を 視 察す る 。
中 央 大 学 学 生 部 長 とな る。'
中 央 大 学 商 学 部 長 とな る。
東洋 大学 経 営 学 部 教 授 とな る。
東 洋 大 学 経 営 研 究所 長 とな る( 昭和54 年4 月 か ら 昭 和56 年3 月 まで) 。
東 洋 大 学 経 営 学 部を 定 年 退 職 す る。
東 洋 大学 経 営 研究所 特別 研 究員 とな る。
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著 作 目・録
＜ 著 書＞ ∧
昭和24年6 月 「国家独占資本としての国有鉄道の史的発展」伊藤書店。
昭和30年8 月 「特定郵便局制度の封建制とその本質」全逓信労働組合。 ‥
昭和31年5 月 「国鉄」（岩波新書）岩波書店。
昭和31年9 月 「日本交通政策」（共著）新評論社。
昭和35年8 月 「封建的労働組織の研究－交通・通信業におけ るー」御茶の水書房。
昭和38年1 月 「現代日ノ本の交通」（編者）法政大学出版局。
昭和38年3 月 「国鉄この現実」（三一新書）三一書房。 ＼
昭和42年12月 「交通戦争－その政治経済的考察一」（編著）法政大学出版局。
昭和45年2 月 「現代の交通問題」労働旬報社。
昭和45年11月 「労務管理のはなし」大全逓中央労働学校6 犬 二
昭和50年7 月 「日本交通政策の構造」新評論（共著）。1 ‘- ・。
■
昭和50年7 月 「現代日本の交通政策」新評論。 ∇
昭和56年9 月 「国鉄一問題を うみだすその体質一」『大島藤太郎著作集・2 』時潮社。
昭和57年9 月 「国有鉄道の史的発展」『大島藤太郎著作集・1 』時潮社。
昭和58年7 月 「現代日本の交通政策」『大島藤太郎著作集・4 』時潮社。
昭和59年1 月 「封建的労働組織の研究一交通・通信業におけ るー」『大島藤太郎著作
集・3 』時潮社。
昭和59年12月 「高度経済成長と交通問題」『大島藤太郎著作集・5 』時潮社。
昭和60年7 月 「社会主義国を訪ねて」『大島藤太郎著作集・6 』時潮社。
＜主 要論文＞
昭和12年 「『小運送問題に関する若干の考察』を読みて」『鉄輪』4 巻5 号。
昭和i4年 「企業集中論と集約合同問題」『鉄輪』6 巻7 号。
「小運送能力雑感」『小運送月報』2 巻7 号。
昭和15年 「転換期の小運送間題一最近における小運送問題のある見方－」（l)-(4)『わ
がち』3 巻10号－A 巻1 号。
昭和21年 「小運送の近代化」『わだち』9 巻2 号。
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昭和22 年 「封建性とは何かー小運送業 と自動車修理業を対象 とし て一」『わだち』10
巻2 号。
「国有鉄道 の本質」『社会科学』8 号。
昭和23年 「再編成下の国鉄経営」『人民評論』4 巻3 号。
「産業の国有化」『わだち』u 巻7 号。
「日本における小運送問題の本質」『わだち』11巻11号。
昭和24年 「産業国有化の基本問題」『運輸と経済』4 巻2 号。
「国有鉄道の史的性格の一考察」『運輸と経済』4 巻6 号。
昭和25年 「陸運労働における封建性」『運輸と経済』6 巻6 号。
「日本における交通労働の基本問題」『中央評論』特集1 号。
昭和26年 「歴史の教訓」『中央評論』14号。 尚
「港湾運送業の統制と解体」『運輸と経済』9 巻1 号。
「交通と恐慌一東京地方におけ る交通資本の集積と集中一」『経商論纂』39
号。
「沖仲仕はどこへ行く」『荷役と機械』2 巻12号。
昭和27年 「封建性とは何か」(1)(2)『中央評論』18－19号。
「輸送技術に現われた民族的創造力」『歴史学月報』18号。
「交通学の前進のために一工藤和馬氏の批判に答え るー」(1)(2げ 運輸 と経
済）11巻4 号，6 号。
「公共企業体の意図したもの」『国鉄文化』6 年6 号。
「港湾労働におけ る問題点」『海事経済』12月号。
「港湾労働の成立と発展―門司港の場合一」『経商論纂』47号。
昭和28年 「港湾労働における封建性一神戸港上組の場合一」『歴史学研究』161号。
「経営者の意図一長崎総裁のものの見方についてー」『国鉄文化』7 年2 号。
「大学生活の反省－それは学問への反省であるー」『中央評論』25号。
「日本における交通技術の特質一国鉄におけ る貨車の配車技能を主題 とし
てー」『経商論纂』53号。
「ターミナル問題の重要性」『貨物』3 巻11・12月 号。
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昭和29年 「国鉄の配車技能について」『運輸と経済』14巻2 号。 ト
「新宮の経営近代化に学ぶもの一日通新宮支店ルポルタージュー」『陸運経
済』155 号。
「国鉄官僚の今昔‐ 現代の井上勝はだれかー」『国鉄文化J3 月号。
「国鉄予算を解剖する」『東鉄労働者』創刊号。
「わが国交通業の現状とその問題点」『中央経済』3 巻6 号。
「一大学の教師として一現実に生きる苦悩一」『中央評論』35号。
「田中機関士事件は氷山の一角」『国労文化』8 年9 号。
「道具から機械へ」『荷役と機械J1 巻2 号。
「通運業経営の根本問題」『貨物』4 巻12月号。i
「交通労働における封建的構造の形成条件－『交通労働の封建的構造』への
序説－」『経商論纂』59号。
昭和30 年 「通 信労 働におけ る封建 制一特定（旧三 等）郵便局制度 小史－」『経商論纂』61
号。 ・I ・
「国鉄 輸送 の問題点 とそ の解決の方向」『荷役 と機械』2 巻6 号。
〉 「労 働組合 と封建性一国労大会を傍聴し て感じ たこ とーよ『中央評 論』40号。
「組合員のものの考え方」『国鉄文化』10 月号。
「日本におけ る鉄道 と自動 車の競争」『中央大学70 周年記念論文集』
昭和31年 「公共企業体一国家企業の現実形態一」『現代経営会計講座』第1 巻，6 月。
「ダイヤ改正， 機構改革， 運賃値上げ一当面する国鉄当局の経営政策－」
『調査資料』1 号。
「国鉄労働者の立場からみた生産性向上運動一大河内教授に対する疑問－」
『国鉄文化』9 月号。 ‥
「保線労働者のくらしの実情」『調査資料』2 号。 。■I
「国鉄労働者の立場からみた生産性向上運動」国労『教育シリーズ第5 集』
「国鉄PR 雑感」『公営評論』創刊号。
昭和32年 「32年度政府の投・融資政策と国鉄への補助」『調査資料』3 号。
「港湾労働の実態一神戸港の場合一」『荷役と機械』4 巻6 号。，
「国鉄5 ヵ年計画のねらいとその矛盾」国鉄労組，11月。
昭和33年 「小樽港湾労働事情調査覚え書」『経商論纂』78号。
「国鉄資本と国鉄の性格」『アナリスト』4 巻3 号。
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「国鉄の“能率”」『門鉄だより』6 号レ 〉
「公共性と企業性の闘争」『調査月報』14号ノ
づ
「日通経営政策批判」『運輸』39巻10号。
「東海道新幹線の問題点とその性格」『調査月報』16号。
「国鉄5 ヵ年計画を どうみるか」『し ぐなる』6 号。
「国鉄輸送の『近代化』－『国鉄5* 年計画ぷの矛盾－』『経商論纂』特別号。12
月。
昭和34年 「『その日暮し』の通勤輸送一国鉄の当面する難問のn －」『調査月報』20号。
「運賃問題の本質を衝く一運賃制度調査会答串批判－」『レ ール』23号。
「東京地方におけ る交通事業の統一的経営につ い てー首都圏交通問題解決‥
の基盤－」『首都交通研究』9 月。 十
「人件費はなぜ増加するか一国鉄の当面する難問のⅢ－」『レール』25号
昭和35年 「国鉄の機構と経営の本質一保守党政府の国鉄政策の実態一」『レ ール』29
号。
「日通の合理化と労働運動一再建・安定・高度経営計画の本質はなにかー」
『労働経済旬報』438号。
「戦後国鉄をめぐる資本と労働の対立と闘争」『レ ール』36号。
「国鉄におけ る『競争』と『独占』」『交通学研究』60年。 ‥
「交通におけ る競争と独占一戦前と戦後の比較的研究一」『商学論纂』1 巻4
号。
「『日通経済圏』雑感」『全日通』3 号。
「国鉄における非採算線区の歴史的発展と合理化の現状」『レール』40号。
昭和37年 「高速道路問題の2 つの側面」『高速道路』5 巻1 号。
「これが治療の根本だ」『近代輸送』10巻4 号。
「福島敏行の能力と限界It 日通経済圏”構想0 盲点をつくー」『陸運経済J344
号。
「職場ルポー常磐線を走る貨物機関士一」『労働問題』50号。
「交通と運輸の近代化過程」『地方史研究』12巻4 号。
「三河島事件覚え書」『綜合法学』5 巻8 号。
「大きすぎるか，細かすぎる一国労大会印象記－」『国鉄文化』135号。
「交通事故の基本問題一全国大会討論のためにI 『月刊福祉』45巻9 号。
「京浜地区における都市交通の問題点」『京浜文 化』4 巻4 号。
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昭和39年 「社会主義国を訪ねて」(l）－(4)『レール』63号－66号。
「公営事業」『まなぶ』46号。
「上海の歴史的変化一海外経済リポートー」『世界経済評論』8 巻7 号。
「批判にこたえる」『まなぶ』51号。
「国鉄労働者の性格について一実態調査報告－」『交通学研究』64年。
昭和40年 「社会主義国を訪ねて」(5)－(8)『レール』69号－73号。
「東海道新幹線のバランスシート一運賃値上げに見る国鉄の悲喜劇一」『評』11
月号。
昭和41年 「交通労働運動の曲り角」『商学論纂』7 巻6 号。
「社会主義国を訪ねて」（9）一帥『レール』76－82号。
「『スト権スト』偶感」『国労文化』4 月号。 犬上
「資本主義の発達と国鉄」『国労文化』5 月号。
「『港湾労働法』をめぐる諸問題」『現代交通』運輸調査局,5 月。
昭和42年 「交通災害一実情とその根源－」『いのち』1 巻1 号。
「国鉄経営危機の本質」『レール』83号。
「自らを確立せよーよりよき学園生活のためにー」『中央評論J19 巻1 号。
「岐路に立つ国鉄」『TPR 』（国鉄東北支社）42年春季号。
‥ 「流通の近代化と国鉄の貨物輸送」rレールJ86 号。
「五万人の合理化のねらい」『動く力』95号。
「交通機関の公共性を守れ」私鉄総連『私たちの訴え』67年。
昭 和43 年 「東京港とハシケの諸問題」『商学論纂』9 巻5 号。
「国鉄経営『赤字』 の性 格」『経済評論』17 巻2 号。
「合理化 の嵐吹 く職場を たずねて」『全逓時報』98 号。
「汚職と 日本通運 の体質」『レ ール』91 号oI
「鉄道 と飛行機の競 争一東海道線を中 心とし てー」『レ ール』92 号i
「新しい 労務管理一『 目標管理』 のねらいはなにかー」『全逓時報』101 号。
「『5 万人合理化』 のねらい」『国鉄事故黒 書』8 月。
「日通経営の性格につい て一『日通事件』の根本問題－ 」『商学論纂』1・2 ・3
号。1
＼ 「国 鉄の事故はな ぜ起る ？」『学習 の友』9 月号。
、「運輸省 『誘導型』 行政 の意味す るもの一運 輸行政刷新本 部報告書の批判
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－ 」『全 自運 』47 号。 ■ ■ 。・。%II ・・ ・ ・
「交 通政 策 と私 鉄 の 経 営一 戦前 と戦後 の違 い と そ の 特 徴－ 」『進 路 』161 号。
「地 方 鉄 道 。 バ スの 危 機は な ぜ起 るのか 一 住民 不 在 の 自民 党政 府 の交 通政
策 一」『あ なた に 訴え る』 私 鉄総 連 ，11 月。
「『新し い 労 務 管理 のた め に 』（1)一 郵政 省 の 新 労 務 政 策 を 斬 るー 」『全 逓時
報 』103 号。 ニ
「私 鉄運 賃値 上 げ の背 景」『経 済 』55 号。 犬
「国 鉄財 政 推 進 会議 の意 見 書 とそ の問題 点 一 意見 書 の 性 格を とら え る た め
に ー 」『レ ール 』96 号。 ‥
「安 全 運 転 と国 鉄 経 営」『ジ ュ リス ト』411 号。
「人 民 中 国旅 行 記」（1）一（4)『中 央 評論 』20 巻1 号 ―4 号。
昭和44年 「交通戦争の現状・原因と事故をなくすための基本問題」『交通戦争の実態，
原因とその対策』1 月。 づ
（書評）金原左門「『日本近代化論』の歴史像」『白門』21巻2 号。
十 「国鉄再建計画の歴史的性格」『経済』59号。
「無計画な交通政策の被害者」『京和』4 月。
「曲り角にきた独立採算制」『レール』100号。
「交通安全と環境問題」『自動車工業』3 巻7 号。
「ハンドル支える2 本の腕‐ 運転労働者と安保体制一」ト『安保とわたしたち』10
月。 。| 。 ■
■ ■
「流通合理化と労働者」『全逓時報』113号。
昭和45年 「近代化の進む港湾の見かけと実態一東京港にみる港湾労働者の労働条件・
レ レ 労働災害－」『いのち』4 巻4 号。
「『国鉄経営の基本計画』批判」(1)rこくろう』106 号。 ニ
「『現代の交通問題』－わが著書を語るー」『出版ニュース』3 月下旬号。
「交通戦争－この高度成長のもたらしたものー」『全逓時報』117号。
「『国鉄経営の基本計画』批判」(2）『こくろう』107号。
「通運史話一『日通事件』発生の根源－」『ロード』5 月号。
「日本資本主義におけ る国鉄の時期区分」『日本資本主義と国鉄』国鉄経営
調査会,6 月。
「通運史話一日通経営の前近代性－」『p 一ド』6 月号。
「郵便労働の実態と労務政策」『全逓時報』120 号。
「通運史話一陸運業の変革と郵便制度の創設一」『a ード』7 月号。
170
「通 運 史 話 一 金原 明善 翁は 通運 の先 覚 者－ 」Γμ一 ド 』8 月 号。
「通 運 史 話一 運 送 大 合 同 の背 景－ 」『p ー ド』9 月 号 。
「通 運 史 話一 中 野 と種 田 の大 芝 居－ 」「l=」一 ド』10 月 号。
「通 運 史 話一 日通 成 立 の 過 程－ 」丿 ロー ド』11 ・12 月 号。
「全 逓 労 働 者 と交 通 災 害 」『全 逓 時 報 』122 号。
「レ ー ル もか ら だ も ガ タ ガ ター16 万5 千 人 『合 理 化 』 との た た かい ー」『学
習 の友 』12 月 号OI
-〃j － －－.w －Jj ・- ・・=bd ■－k ・。-●。_ 。昭和46年| 通連史浩一中野追放，村上が実権を握る－Ir ロード』1 月号。
「危機を深める独占資本とその国鉄政策」『こくろう』115号。
「極限にきた都市交通・ハイタク問題」『タクシー問題の根源をつく』全自
交東京地連編,4 月。
「交通労働運動の産業別強化のために一国労32回,動労25回大会によせて¬」
『賃金と社会保障』577号。
「国鉄財政の破綻とマル生運動」『労働運動』12月号。
「マル生運動ってなに？一職場の話題と政治と経済のうごきー」r学習の友』12
月号。
昭和47年 「国鉄経営一危機の本質は何かー」『経済評論』1 月号。
「東京における貨物輸送の問題点」『政策闘争資料』11号，全交通。
「鉄道百年と国鉄労働者」『国労文化』10月号。
昭和48年 「都市と交通」『人間と都市』3 月。
昭和49年 「交通一人と研究『日本的特徴』の把握につとめてー」『自動車とその世界』163
号。
「公営企業の性格と運営形態」『セミナー経済教室』3 ．
「日本資本主義の交通政策の動向」『地方自治』178号。
「危険路線つっ走る国鉄」『国鉄危険黒書』動労編，10月。
昭和50年 「戦後における交通の基本問題」『日本の科学者』10 巻2 号。
「合理化と国鉄労使関係」『季刊労働法』95号。
「交通問題の歴史的展開一日本の特殊性と問題点I 『ジュリスト特集「交
通問題」』12月。
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昭和51年 「危機への直言－どうなる国鉄の貨物輸送－」『輸送経済』3 月6 日。
「最近の国鉄貨物輸送政策と通運」『荷役と機械』23巻9 号。
「『スト権スト』偶感」『国労文化』4 月号。
「資本主義の発達と国鉄」『国労文化』5 月号。
「運賃値上げと国鉄再建問題」『月刊社会党』237号。
「交通問題にたいする経営者と労働者」『交通学研究』76年。
「東京における貨物輸送間題一東日本橋の問屋・商業地区を主題とし てー」
『経営論集』東洋大学経営学部創立10周年記念号。
「マイカー規制の思想を徹底」月刊『総評』229号。
昭和52 年 「国 鉄 の 貨物 輸 送 問 題 」『商 学 論 纂 』18 巻5 ・6 号。
「現代 の物 的 流 通 の諸 問 題 」『全 運 輸 時 報 』50 号。
（書評 ）「池 田博 行 『帝 政 ロシ ア交 通 政策 史 』」『専 修 大 学 社 会 科学 年 報 』11
号。
丁政 府 ・独 占 資 本 の 交 通 政 策 と ハ イ タ ク労働 者 の 闘 い の方 向 につ い て 」『全
自交 情 報 』75 号。I 。 ・
「通 勤 輸 送 の問 題 点 」『こ くろ う調 査 』11 月 号。
昭和54年 「必要なキメ細かい対策を」『交通安全教育』14巻5 号。
「私の10年『交通問題が深刻に』」『流通設計』11月。
「国鉄の貨物輸送の問題点と通運」『運輸労連』60号。
昭和56年 「日本における鉄道政策の転換一日本的交通形態の形成一」『経営論集』18
号。
「運輸事業の規制緩和とその問題点」『通運・トラック運送事業の免許制度
堅持にむけ て』（全交運）8 月。
昭和57年 「日本における鉄道政策の転換一日本的交通形態形成の原点－」『一橋論叢』87
巻1 号。
「東京における物流と共同配送の問題点」東洋大学『経営研究所研究報告』7
号。
「わが国における道路の『近代化』 とその問題点」東洋大学 『経営研究所
研究報告』9 号。
